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<ニュースリリース> 

 

米国研究製薬工業協会 

 
 

PhRMA 

「いま医療と医薬品に期待すること：3000人の意識調査」を発表 

～ドラッグラグの解消の重要性、約9割が認識～ 
 
 

米国研究製薬工業協会（PhRMA：Pharmaceutical Research and Manufacturers of America）は、

この度、「いま医療と医薬品に期待すること：3000人の意識調査」を発表しました。本調査は、現在の

日本の医療や医薬品に関して、一般生活者がどのような意識、関心、希望をもっているのかを把握す

ることを目的に、日本全国の35歳以上70歳未満の男女3,267人（男性：1,586人、女性：1,681人）を対

象としたインターネット調査で、2011年7月12日～14日に実施されたものです。 

 

【主な調査結果】 
 

 回答者の8割以上が、処方薬を重要視 

医師から処方される薬の重要度に関する質問では、全体の83％が重要視（非常に重要である：

34％、やや重要である：49％）していることがわかりました。 

 

 新薬開発の実態（長い開発期間、高い開発費用、低い成功確率）の認知は低い 

処方薬の重要度が高い一方、「平均 10－12年を要する開発/研究期間」（18％）、「平均約 1,000

億円を要す開発/研究費用」（9％）、「1/20,000という新薬開発の成功確率」（6％）など、新しい医

薬品の開発/研究に関する認知度は未だに低い状況であることもわかりました。 

 

 回答者の9割がドラッグラグに関心を持ち、その解消が重要と考えている 

88％の人が、ドラッグラグに対し関心（非常に気になる：45％、やや気になる：43％）を持っており、

また87％の人は、「ドラッグラグの解消は重要である」だと考えており、そのためにも「政府がドラ

ッグラグ解消のために対策を強化すべきだ」と思っている人が88％に上ることもわかりました。 
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 回答者の半数が「治験」について知っているが、実際に参加経験のある人は全体の5％以下 

「治験」の認知度に関する質問で、「よく知っている」と回答したのは全体の47％でした。その一方、

実際に治験への参加経験があると回答した割合は僅か全体の4.7％（153人）でした。 

 

 治験に参加したことのない回答者の半数は、参加に関心・興味がある 

治験非認知ならびに治験参加経験のない対象者の48％が、「より安全」「より治療に効果的」「よ

り副作用が少ない」といった新しい医薬品の開発につながる可能性があれば、治験への参加に

関心・興味を持っていることもわかりました。一方、治験の未参加者（治験認知者の90％：1,371

人）のうち10％（135人）は、過去に治験に参加する機会があったにも関わらず参加を見送ってお

り、「スケジュールを合わせるのが大変そうだったので」や「副作用が心配だった」などが参加を見

送った理由であることが分かりました。 

 

 回答者の 4割は、多少費用が高くても世界最新の医薬品を使用したい  

病気になった場合、費用が多少高くなっても世界最新の医薬品をどの程度利用したいかの質問

では、全体の40％の人が「強く希望する」または「希望する」と答え、特にその意向はがん、アレル

ギー疾患、疼痛患者において強い傾向がわかりました。 

 

 一人当たりの医療費を先進諸国平均レベルまで増やすべき、と4割が回答   

その国の経済力の目安となるGDP(国内総生産）の数値や65歳以上の高齢者一人当たりの割合

が、ヨーロッパやアメリカなど先進諸国の平均より高いにもかかわらず、一人当たりの医療費は先

進諸国の平均を下回っている日本の現状を受け、全体39％が、超高齢化社会に向け、一人当た

りの医療費も先進諸国平均レベルまで増やすべきだと「非常にそう思う」、「ややそう思う」と感じて

いることがわかりました。年齢別では、特に75歳以上の対象者において「増やすべきだ」という、

意向が高い（49％）ことも明らかになりました。 

 

PhRMA在日執行委員長の梅田一郎（ファイザー株式会社 代表取締役社長）は、「今回の調査を通じ、

日本の国民および患者さんの多くが、世界で使用されている画期的な新薬へのアクセスを妨げている

  

Q7. 現在入手可能なワクチン情報の質について、それぞれの項目を 6段階で評価してください。 

 1: 非常に悪い 6: とても良い  
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『ドラッグラグ』の解消に高い関心を寄せらていることが明らかになりました。今後もPhRMAは、治験

環境の改善等、ドラッグラグの解消に努め、世界最新の新薬をいち早く日本の皆さんにお届けできる

よう、日本のヘルスケアを取り巻く環境改善に全力で取り組んで参ります」と述べています。 

 
 

※ 調査結果資料の提供に関するお問い合わせは、下記連絡先より広報窓口のエデルマン・ジャパン

株式会社へご連絡ください。 
 

### 
 

PhRMAは、米国で事業を行なっている、主要な研究開発志向型製薬企業とバイオテクノロジー企業

を代表する団体です。加盟企業は新薬の発見・開発を通じて、患者さんがより長く、より健全で活動的

に暮らせるよう、先頭に立って新しい治療法を探求しています。加盟企業の新薬研究開発に対する

2010年の投資額は約 494億ドルで、製薬業界全体の投資額は過去最高の 674億ドルに達しました。 

 
PhRMAホームページ： http://www.phrma-jp.org 

米国 PhRMAホームページ： http://www.phrma.org 

生命を守る革新的な医薬品について： http://www.innovation.org 

処方支援パートナーシップについて： http://www.pparx.org 

災害時の医療について： http://www.rxresponse.org 

その他  フェースブック  www.facebook.com/PhRMA 

  ブログ  www.phrma.org/catalyst 

  ツイッタ―  www.Twitter.com/PhRMA および www.Twitter.com/PhRMApress 

  ユーチューブ  www.youtube.com/PhRMApress 

 
 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

エデルマン･ジャパン株式会社 

 山崎 / 木田 Tel: (03)-6858-7732 / (03)-6858-7733   Fax: (03)-6858-7712 

   E-mail: webnews@phrma-jp.org 

Q3. 先生の知っているワクチンのタイプをすべてご選択ください。  

Q4. 先生の扱っているワクチンのタイプをすべてご選択ください。  
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